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主
な
内
容

●新成人の門出を祝う
●後期高齢者医療制度
●町県民税の申告相談所を開設
●度会小学校の開設に向けて

～ 自転車の安全な乗り方教室 ～
うまく乗れるかなぁ～
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123人が大人の仲間入り
１月１４日の成人の日、度会町では、１２３人（男子５２人、女子７１人）の皆さんが、晴れて大人の仲間入

りをしました。
また、去る１月１３日、１０４人の皆さんが出席し、町中央公民館で新成人を祝う成人式が開催されました。
式典では、新成人を代表して吉川彩華さん（棚橋）が町長から記念品を受け取り、玉串和也さん（川上）が新

成人としての誓いのことばを述べました。
町長はじめ来賓の皆さんから「成人となったことに自覚をもち、責任ある行動をし、社会のために尽くしてく

ださい」といった温かい励ましやお祝いの言葉がありました。
式典終了後、皆さんで記念撮影を行い、引き続き『バザールわたらい』でパーティーが行われました。久しぶ

りに顔を合わせた友人や恩師と談笑したり、携帯電話番号の交換やスナップ写真を撮ったり、楽しいひとときを
過ごしていました。

う祝を出門
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平成20年成人式

の人成新
頼
り
に
さ
れ
る
人
間
に
な
り
た

い
で
す
。
夢
は
度
会
町
長
で
す
。

人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
大
人
に
な

り
た
い
で
す
。
夢
は
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。

夢輝かせる新成人

？
新成人代表で誓いを述べた

玉串　和也さん（川	上）
岡村英莉奈さん（棚	橋）

今
の
自
分
を
大
事
に
し
つ
つ
、

常
に
向
上
心
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ

て
い
け
る
大
人
に
な
り
た
い
。
常

に
第
一
線
で
バ
リ
バ
リ
働
く
キ
ャ

リ
ア
ウ
ー
マ
ン
が
夢
で
す
。

新成人代表で記念品を受け取った

吉川　彩華さん（棚	橋）厳かで華やかな式

どんな大人に

なりたいですか？

周
り
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
、
必

要
と
さ
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
で

す
。
人
・
環
境
に
や
さ
し
い
車
づ

く
り
に
携
わ
り
た
い
で
す
。

泰道　昭則さん（小	川）

い
つ
ま
で
も
初
心
を
忘
れ
ず
努

力
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

看
護
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 山本　亜矢さん（南中村）？夢は何ですか？？

みんなで記念撮影楽しいひと時を過ごす

人
に
左
右
さ
れ
な
い
ビ
ッ
グ
な

大
人
に
な
る
。
自
動
車
の
１
級
整

備
士
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
。 細谷	　優さん（麻加江）
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制
』度 って

な
あに？

国の医療制度改革により、平成２０年４月１日から、後期高齢者（７５歳以上の高齢者および６５歳以上で一定の障
がいがあり制度に加入する人）に係る医療については、財政基盤の安定化を主要な目的として、従来の老人保健制度か
ら、全市町村が加入する広域連合を運営主体とする独立した医療保険制度である『後期高齢者医療制度』で実施するこ
ととなりました。
これまでの老人保健制度では、次のような課題がありました。
①後期高齢者が、国民健康保険または被用者保険に加入し、それぞれの保険料を払いつつ、給付は市町村から受ける仕
組みであることから、保険料の決定主体である医療保険者と給付主体である市町村は別であり、財政運営の責任が明
確でない。
②市町村が医療保険の保険料からの拠出金と公費とを財源として運営する仕組みで、拠出金の中の現役世代と高齢者の
保険料が区分されておらず、両者の費用負担関係が明確でない。
そこで、新しい後期高齢者医療制度においては、このような点について国民の理解が
得られるように、独立の医療保険制度を創設し、都道府県の区域内のすべての市町村が
加入する広域連合が運営を行うことによる財政運営の責任主体の明確化、また、高齢者
の一人ひとりを被保険者として保険料を徴収し、高齢者と支え手である現役世代の負担
の明確化・公平化を図ります。

町民の皆さんに、後期高齢者医療制度について理解いただくため、『広報わたらい』
２月号では制度における資格と保険料について、３月号では給付について紹介します。
また、『県政だよりみえ』１月号に関連記事がありますので、あわせてご覧ください。

資 

格

▽
制
度
の
施
行
日

平
成
20
年
４
月
１
日

▽
運
営
主
体

県
内
す
べ
て
の
市
町
が
加
入
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

▽
広
域
連
合
と
市
町
の
役
割

【
広
域
連
合
】　

被
保
険
者
の
認
定
、

資
格
管
理
、
保
険
証
な
ど
の
交
付

【
市
町
】　

加
入
、
脱
退
の
届
出

の
受
付
、
保
険
証
の
引
渡
し
な
ど

の
窓
口
業
務

▽
対
象
者

三
重
県
内
に
住
所
を
有
す
る
75

歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
（
生
活
保

護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
除
き

ま
す
）

※
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
り
、
制
度
に
加
入
す
る
人
を
含

み
ま
す
。

対
象
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
医
療

保
険
（
国
民
健
康
保
険
、
被
用
者

保
険
）
を
脱
退
し
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。

被保険者被保険者

被保険者証の提示
医療費の一部負担

診療

情報提供

保険料決定

医
療
費
請
求

医
療
費
支
払

保
険
料
納
付
通
知

保
険
料
納
付

被
保
険
者
証
引
き
渡
し

被保険者証交付

医療機関医療機関

三重県後期
高齢者医療
広域連合

三重県後期
高齢者医療
広域連合

市町市町
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『『『後
期高 者者

齢 医療
※
被
用
者
保
険
と
は
、
政
府
管
掌

健
康
保
険
や
、企
業
の
健
康
保
険
、

船
員
保
険
、
公
務
員
の
共
済
組
合

な
ど
の
こ
と
で
あ
り
、
国
民
健
康

保
険
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▽
資
格
取
得
す
る
日

▽
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

被
保
険
者
証
は
１
人
１
枚
交
付

し
ま
す
。

・
老
人
保
健
制
度
か
ら
移
行
さ
れ

る
人
に
は
、
３
月
下
旬
に
被
保

険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

・
制
度
施
行
後
に
75
歳
に
な
る
人

に
は
、
75
歳
到
達
日
の
前
に
被

保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

・
障
が
い
認
定
申
請
を
し
た
人
に

は
、
認
定
後
に
被
保
険
者
証
を

交
付
し
ま
す
。

な
お
、
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
毎
年
７
月
末
日
と
な
り
ま
す

の
で
、
７
月
中
に
８
月
１
日
か
ら

翌
年
７
月
末
日
ま
で
有
効
の
新
た

な
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

▽
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
額

自
己
負
担
額
は
現
行
の
老
人
保

健
制
度
と
同
様
で
、
か
か
っ
た
医

療
費
の
１
割
（
現
役
並
み
所
得
者

は
３
割
）
の
金
額
で
す
。

対　　　　象 取得日

平成２０年４月１日現在、７５歳以上の人 制度施行日
（平成２０年４月１日）

６５歳から７４歳で一定以上障がい認定申請により老人保健
資格を取得している人（本人の申出により資格喪失できます）

制度施行日
（平成２０年４月１日）

制度施行後、７５歳となる人 ７５歳年齢到達日（誕生日）

制度施行後、６５歳から７４歳で一定以上障がい認定申請を
する人 広域連合から認定を受けた日

保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

介
護
保
険
制
度
と
同
様
に
、
す
べ

て
の
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
対

し
て
保
険
料
を
算
定
し
、
賦
課
し

ま
す
。

▽
保
険
料
の
算
定

保
険
料
は
、
医
療
給
付
な
ど
を

行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
を
も
と

に
算
定
し
ま
す
。
各
被
保
険
者
の

保
険
料
の
内
訳
は
、
被
保
険
者
均

等
割
（
応
益
割
）
と
所
得
割
（
応

能
割
）
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
所
得
割
の
算
定
対
象
所
得
は

『
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
』

を
基
準
と
し
ま
す
。
ま
た
、
保
険

料
の
上
限
は
年
額
50
万
円
（
被
保

険
者
均
等
割
と
所
得
割
の
合
計
）

と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
均
等
割
額
と
所
得
割

率
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
県

内
均
一
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
に
お
い
て
２
年
ご
と
に
算

定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
従
来
か

ら
医
療
費
が
低
く
、
保
険
料
を
低

く
抑
え
て
き
た
市
町
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
負
担
の
激
変
を
緩
和
す
る

た
め
、
不
均
一
保
険
料
率
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
県

内
平
均
老
人
医
療
費
に
対
し
て
20

％
以
上
か
け
離
れ
て
い
る
度
会
町

で
は
、
こ
の
不
均
一
保
険
料
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
度
会
町
の
平
成
20
年
度

お
よ
び
21
年
度
に
お
け
る
被
保
険

者
均
等
割
額
と
所
得
割
率
は
次
の

と
お
り
で
す
。

被
保
険
者
均
等
割
額

　
　
　
　
　

３
２
，
７
９
６
円

所
得
割
率　

６
．
０
６
％

▽
保
険
料
の
軽
減
措
置

◦
低
所
得
者
に
か
か
る
軽
減

低
所
得
世
帯
の
人
に
つ
い
て
は
、

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
、
一

定
の
計
算
に
基
づ
き
保
険
料
の
被

保
険
者
均
等
割
部
分
の
軽
減
（
７

割
、
５
割
、
２
割
）
措
置
が
あ
り

ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
人
の
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
は
、
そ

の
所
得
か
ら
15
万
円
を
差
し
引
い

て
判
定
し
ま
す
。

総所得金額等が下記の金額以下の世帯（被保険者および世帯主） 軽減割合

３３万円 ７割

３３万円 ＋ ２４. ５万円 × 当該世帯の被保険者の数
　　　　　　　　　　　　　（被保険者である世帯主を除く） ５割

３３万円 ＋ ３５万円 × 当該世帯の被保険者の数 ２割
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◦
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に
か

か
る
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
お
い
て
、
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
た
人

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
保
険
料
の

負
担
に
よ
る
激
変
を
緩
和
す
る
た

め
、
制
度
加
入
時
か
ら
２
年
間
は

被
保
険
者
均
等
割
を
５
割
軽
減

し
、
所
得
割
は
課
し
ま
せ
ん
。

※
平
成
20
年
度
に
つ
い
て
は
、
時

限
措
置
と
し
て
４
月
か
ら
９
月
ま

で
の
６
か
月
間
の
保
険
料
は
無
料

と
な
り
、
10
月
か
ら
平
成
21
年
３

月
ま
で
の
６
か
月
間
の
保
険
料
は
、

被
保
険
者
均
等
割
が
９
割
軽
減
さ

れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

（
参
考
）
具
体
的
な
年
間
保
険
料

額
の
例

下
表
は
一
般
的
な
例
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
あ
く
ま
で
参
考
と

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

後 期 高 齢 者 医 療 制後後『 』度 って な あ に？

▽
保
険
料
の
減
免

災
害
や
生
活
困
窮
な
ど
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
著
し
く
困
難
な

場
合
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
、

申
請
に
よ
る
保
険
料
の
減
免
措
置

が
あ
り
ま
す
。

▽
保
険
料
の
徴
収

原
則
と
し
て
、
年
額
18
万
円
以

上
の
年
金
受
給
の
人
は
、
年
金
か

ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と

あ
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
人
や
、
そ

の
他
の
事
情
に
よ
り
特
別
徴
収
さ

れ
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
口
座
振

替
な
ど
の
方
法
に
よ
り
市
町
に
納

め
ま
す
（
普
通
徴
収
）。

な
お
、
特
別
徴
収
の
徴
収
月
お

よ
び
普
通
徴
収
の
納
期
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

特
別
徴
収
の
徴
収
月

４
月
、
６
月
、
８
月
、
10
月
、

12
月
、
２
月

※
４
月
、
６
月
、
８
月
は
仮
徴
収

で
す
。

普
通
徴
収
の
納
期

１
期
（
７
月
）、
２
期
（
８
月
）、

３
期
（
９
月
）、
４
期
（
10
月
）、

５
期
（
11
月
）、
６
期
（
12
月
）、

７
期
（
１
月
）、
８
期
（
２
月
）、

９
期
（
３
月
）

▽
保
険
料
の
滞
納

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
な

い
の
に
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

被
保
険
者
証
を
返
還
し
て
も
ら
い
、

『
短
期
被
保
険
者
証
』
ま
た
は
『
被

保
険
者
資
格
証
明
書
』
を
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
保
険
料
を
完
納
し

た
り
、
滞
納
額
が
著
し
く
減
少
し

た
と
き
は
、
改
め
て
被
保
険
者
証

を
交
付
し
ま
す
。

▽
問
合
先　

三
重
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
（
☎
０
５
９
︱

２
２
１
︱
６
８
８
３
・
６
８
８

４
）
ま
た
は
役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
２
）

▽	

Ｈ
Ｐ　

三
重
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.75iryo.biz-

w
eb.jp

）

具体例 被保険者均等割 所得割 計

基礎年金受給者（基礎年金７９万円）【１人世帯】 ９, ８３８円
（７割軽減） なし ９, ８３８円

厚生年金の平均的な年金額の受給者（厚生年金２０１万円）
【１人世帯】

２６, ２３６円
（２割軽減） ２９, ０８８円 ５５, ３２４円

厚生年金の平均的な年金額の夫（厚生年金２０１
万円）とその妻（基礎年金受給者（基礎年金７９
万円））【２人世帯】

夫 ２６, ２３６円
（２割軽減） ２９, ０８８円 ５５, ３２４円

妻 ２６, ２３６円
（２割軽減） なし ２６, ２３６円

自営業者で世帯主である子（年収３９０万円）と同居する
者（基礎年金７９万円） ３２, ７９６円 なし ３２，７９６円

被用者の子（政府管掌保険・平均年収３９０万円）と同居
する者（基礎年金７９万円） ３２, ７９６円 なし ３２，７９６円

ただし、被用者保険の被扶養者となっていた人については、次の激変を緩和する措置を行います。
後期高齢者医療制度に加入したときから２年間、被保険者均等割額の５割を軽減し、所得割を課しません。
※平成２０年度については、時限措置として４月から９月までの６か月間保険料は無料となり、１０月から平成
２１年３月まで６か月間の保険料は被保険者均等割が９割軽減された額となります。
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平成19年分　町県民税申告相談日程
月　日 曜日 受付時間 相談会場 対象字名

２月１８日 月
午前９時３０分～正午

一之瀬公民館
小萩・脇出・和井野

午後１時３０分～４時 柳・市場・南中村・川上

２月１９日 火
午前９時３０分～正午

麻加江生活改善センター
麻加江

午後１時３０分～４時 田口・立花

２月２０日 水
午前９時３０分～正午

麻加江生活改善センター
注連指・坂井

午後１時３０分～４時 長原

２月２１日 木
午前９時３０分～正午

中之郷生活改善センター
川口・栗原・中之郷・五ケ町

午後１時３０分～４時 日向・小川・火打石・駒ケ野

２月２２日 金
午前９時３０分～正午

度会町役場（大会議室）
下久具・上久具・田間

午後１時３０分～４時 立岡・大久保・葛原

２月２５日 月
午前９時３０分～正午

度会町役場（大会議室）
棚橋

午後１時３０分～４時 大野木

２月２６日 火
午前９時３０分～正午

度会町役場（大会議室）
平生・当津・茶屋広

午後１時３０分～４時 鮠川・牧戸・宮ノ西自治会・
度会団地自治会

毎
年
こ
の
時
期
に
、
町
県
民
税

の
申
告
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
も
次
の
と
お
り
、
申
告
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

福
祉
医
療
・
児
童
手
当
の
給
付
、

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
、
奨
学

金
の
受
給
・
資
金
借
入
申
込
な
ど

に
所
得
の
証
明
が
必
要
な
場
合
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

と
き
に
困
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
正
し

い
申
告
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

さ
れ
る
人
は
、
町
県
民
税
の
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。申

告
用
紙
、
平
成
19
年
中
の
収

支
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
、
源

泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
料
・
地
震
・

長
期
損
害
保
険
料
の
支
払
証
明

書
、
医
療
費
の
領
収
書
な
ど
や
印

鑑
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
、
対

象
と
思
わ
れ
る
人
に
２
月
中
旬
ご

ろ
に
送
付
し
ま
す
。
申
告
用
紙
が

届
か
な
か
っ
た
人
で
も
、
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
人
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
下
記
の
申
告
相
談

日
に
申
告
が
で
き
な
い
人
は
、
３

月
３
日
か
ら
17
日
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
ま
で
に
、
役
場
税
務
課

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
を
さ
れ
な
い
場
合

は
、
所
得
控
除
の
措
置
を
せ
ず
税

金
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
先

役
場
税
務
課
（
☎
６
２
︱
２
４

１
４
）

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
度

会
町
に
居
住
し
、
平
成
19
年
中
に

所
得
の
あ
っ
た
人
で
、
次
に
該
当

す
る
人
で
す
。

①
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当
、

譲
渡
、
山
林
な
ど
の
所
得
が
あ

っ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
人

・
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
人

・
勤
務
先
か
ら
役
場
へ
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

人
・
平
成
19
年
中
に
会
社
な
ど
を
退

職
さ
れ
た
人

・
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

申
告
に

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

申
告
をし

て
い
た
だ
く
人

町県民税の
申告相談所を開設
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開 向
けて校に

町
教
育
委
員
会
で
は
、平
成
₂₀
年
４
月
の
度
会
小
学
校
開
校
に
向
け
て
、

統
合
組
織
等
検
討
委
員
会
や
４
小
学
校
、
各
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
内
容
や
進
捗

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
種
取
組
み
の
進
捗
状
況

◆
ハ
ー
ド
環
境
の
整
備

１　

校
舎
増
築

普
通
教
室
６
室
、
支
援
教
室
１

室
、
教
員
控
室
１
室
と
ト
イ
レ
を

備
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
建
て
の
増
築
校
舎
が
、
２
月
中

旬
に
完
成
し
ま
す
。
併
せ
て
、
現

在
の
校
舎
で
は
、
職
員
室
の
改
造

や
給
食
配
膳
室
の
増
築
、
支
援
教

室
の
配
置
替
え
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
場
の
利
用

範
囲
を
で
き
る
だ
け
多
く
確
保
す

る
た
め
に
、
増
築
校
舎
前
に
予
定

し
た
防
球
ネ
ッ
ト
の
設
置
を
取
り

や
め
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
を
東
南
角

に
移
し
て
校
舎
の
窓
を
強
化
ガ
ラ

ス
と
し
ま
し
た
。

児
童
が
学
ぶ
教
室
は
、
全
体
で

普
通
教
室
19
室
、
支
援
教
室
２
室

に
、
こ
れ
ま
で
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
ル
ー
ム
・
理
科
室
・
家

庭
科
室
・
音
楽
室
・
視
聴
覚
室
・

図
工
室
・
図
書
室
な
ど
が
配
置

さ
れ
ま
す
。

２　

校
地
整
備

◦
体
育
館
東
工
区
、
同
北
工
区
、

河
川
敷
工
区
を
一
括
に
発
注
し
、

施
工
中
で
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
乗
降
・
待
機
場
所
や
給
食
車

な
ど
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、
ク
ラ

ス
数
に
応
じ
た
学
級
園
を
新
設

し
、
職
員
・
関
係
者
駐
車
場
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河

川
敷
に
は
各
種
行
事
の
臨
時
駐

車
場
を
設
置
し
ま
す
。

◦
運
動
場
南
（
新
旧
県
道
間
の
山

林
）
工
区
に
つ
い
て
は
、
下
部

県
道
沿
い
と
上
部
町
道
沿
い
に
、

そ
れ
ぞ
れ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗

降
場
所
を
計
画
し
ま
し
た
が
、

設
計
積
算
に
よ
る
費
用
対
効
果

の
再
検
討
か
ら
、
上
部
町
道
沿

い
の
利
用
の
み
に
計
画
を
見
直

し
、
今
後
、
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

◦
徒
歩
で
通
学
す
る
棚
橋
、
大
野

木
地
区
の
児
童
の
安
全
対
策
と

し
て
、
体
育
館
北
側
（
職
員
・

関
係
者
駐
車
場
）
に
通
じ
る
新

規
バ
イ
パ
ス
通
学
路
を
、
早
急

に
整
備
し
ま
す
。

◆
ソ
フ
ト
環
境
の
整
備

統
合
に
向
け
て
、
学
校
内
部
の

学
習
環
境
整
備
や
組
織
づ
く
り
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

統
合
推
進
組
織
の
取
組
み

①
校
章
・
校
歌
等
検
討
委
員
会
で

は
、
校
章
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
、

決
定
し
、
校
歌
は
児
童
に
よ
る

作
詞
、
教
員
に
よ
る
作
曲
を
終

え
、
開
校
に
向
け
て
校
旗
の
製

作
や
歌
唱
練
習
に
入
り
ま
す
。

②
統
合
に
関
し
て
内
部
調
整
に
あ

た
る
組
織
等
検
討
委
員
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
十
数
回
の
協
議
を
重

ね
て
、
各
部
会
調
整
、
学
級
編

成
協
議
、
交
流
行
事
検
討
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
各
部
会

協
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

•
事
務
部
会　

移
管
す
る
備
品
の

決
定
、
備
品
台
帳
の
作
成
、
消

耗
品
の
移
管
、
保
管
替
え
文
書

の
決
定

•
保
健
指
導
部
会　

各
校
備
品
の

活
用
状
況
の
点
検
お
よ
び
度
会

小
学
校
へ
移
管
す
る
備
品
の
決

定
•
図
書
館
教
育
部
会　

度
会
小
学

校
へ
持
ち
込
む
蔵
書
の
点
検
作

業
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
張
替
え
、

廃
棄
処
理
方
法
の
検
討

•
給
食
指
導
部
会　

食
教
育
計
画
、

給
食
の
き
ま
り
の
各
校
の
す
り

合
わ
せ
、
備
品
・
消
耗
品
の
移

管
、
購
入
案
の
作
成

•
生
徒
指
導
部
会　

生
活
の
き
ま

り
、
生
徒
指
導
年
間
計
画
、
児

童
会
規
約
、
通
学
団
編
成
、
清

掃
活
動
年
間
計
画
の
作
成
、
体

操
服
・
シ
ュ
ー
ズ
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
名
札
・
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

に
つ
い
て
の
部
会
案
協
議　

※
統
合
に
伴
う
保
護
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

受
け
皿
と
し
、
開
校
時
に
在
学
す

る
児
童
に
対
し
、
体
操
服
（
上
下

各
１
着
）
の
購
入
費
を
町
で
補
助

し
ま
す
。

•
教
務
・
研
修
部
会　

通
信
表
の

す
り
合
わ
せ
、
体
育
館
・
運
動

場
の
使
用
を
意
識
し
た
時
間
割

編
制
、
校
務
分
掌
、
日
課
表
、

入
学
保
護
者
会
の
検
討

•
教
科
部
会　

各
教
科
に
お
け
る

備
品
の
調
整
作
業

•
Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
則
、

交
通
安
全
の
会
規
約
の
調
整
お

よ
び
平
成
20
年
度
事
業
計
画
を

審
議

•
４
校
学
年
部
会　

春
の
遠
足
、

水
泳
交
流
、
学
級
編
制
、
学
年

交
流
行
事
に
つ
い
て
の
話
合
い

◦
校
長
等
調
整
委
員
会　

毎
月
定

例
ま
た
は
必
要
に
応
じ
て
臨
時
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度会小学校の
の
校
長
会
議
を
持
ち
、
関
連
事

項
を
審
議

２　

教
職
員
な
ど
の
体
制

児
童
数
は
５
５
０
人
の
見
込
み

で
、
普
通
学
級
が
６
学
年
そ
れ
ぞ

れ
３
ク
ラ
ス
の
計
18
学
級
と
支
援

教
室
２
学
級
の
計
20
学
級
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
普
通
学
級
の
編
成

は
、
小
規
模
校
か
ら
の
児
童
が
４

人
以
上
で
各
ク
ラ
ス
に
入
る
こ
と

を
基
本
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

教
員
数
は
基
準
上
、
22
人
定
員

に
な
り
ま
す
が
、
統
合
時
の
配
慮

と
し
て
県
か
ら
３
人
の
追
加
配
置

が
受
け
ら
れ
る
予
定
か
ら
、
25
人

の
教
員
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
校
長
や
教
頭
、
養
護
教
諭
、

事
務
職
員
、
学
校
栄
養
士
、
用
務

員
を
加
え
、
合
計
約
30
人
の
教
職

員
体
制
を
構
築
し
、
統
合
に
よ
る

教
育
効
果
の
向
上
を
図
る
べ
く
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
児
童
の
心

の
ケ
ア
方
策
と
し
て
の
人
員
配
置

を
県
に
求
め
、
算
数
科
な
ど
で
は

担
任
を
持
た
な
い
教
員
を
補
佐
的

に
活
用
し
た
２
人
で
の
授
業
を
実

施
し
て
、
学
習
・
理
解
面
の
均
衡

を
図
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
人
間

関
係
の
形
成
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

３　

通
学
方
法

①
児
童
の
通
学
方
法
は
、
内
城

田
小
学
校
区
の
一
部
を
除
き
、

す
べ
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
な
り

ま
す
。

※
中
学
生
の
通
学
方
法
は
、
平
成

19
年
度
と
同
じ
で
す
。

②
登
校
時
は
小
学
生
と
中
学
生
を

区
分
せ
ず
、
合
同
で
乗
車
し
、

運
行
ル
ー
ト
は
、
宮
川
沿
い

に
４
系
統
、
一
之
瀬
川
沿
い

に
３
系
統
の
計
７
系
統
と
し
ま

す
。

③
登
校
時
の
運
行
ル
ー
ト
は
次
の

と
お
り
で
す
。

登校時の運行ルート
号車 方面 出発地など 乗車地区

1 号車

宮川沿い

注連指発 注連指・田口・鮠川

2 号車 麻加江発 麻加江・大久保・平生

3 号車 立花発 立花・麻加江・坂井・長原

4 号車
葛原発（学校経由）・
立岡発（農免道路・田間経由）

葛原・立岡・茶屋広・当津・
上久具（矢村）・田間・下久具

5 号車

一之瀬川沿い

小萩発
小萩・小川・日向・中之郷・栗原・
川口

6 号車 和井野発
和井野・市場・柳・駒ケ野・
火打石・五ケ町・栗原

7 号車 川上発 川上・南中村・脇出

※麻加江、栗原地区は、人数調整のため小・中学生が分かれて乗車します。
※下校時は、上表の運行ルートを基本にして、小・中学生が分かれて乗車するなど、最も有

効な方法で運行します。
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度会小学校の開校に向けて

４　

閉
校
ま
で
の
主
な
行
事
予
定

◆
校
舎
・
施
設
の
今
後
の
利
用

◦
３
小
学
校
と
南
中
村
保
育
所
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、『
度

会
町
町
有
建
築
物
有
効
活
用
検

討
委
員
会
』
に
お
い
て
協
議
、

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
３
小
学
校
に
併
設
の
各
体
育
館

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
登

録
団
体
が
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
問
合
先　

町
教
育
委
員
会
事
務

局
（
☎
６
２
︱
２
４
２
２
）

月 日 曜日 行事・業務 内容 対象

3 2 日 図書・その他一般備品
の運搬・受入

運搬（中川小・小川郷小・
一之瀬小）
受入（内城田小）

保護者・教職員

6 木 図書の整理・棚入 ボランティア
（午後７時３０分） 読書推進部会員

19 水 卒業式 関係者

25 火 修了式 関係者

25 火 児童用机椅子の移動 児童（内城田小）・教職員

25 火 児童用机椅子の移動準
備

児童（中川小・小川郷小・
一之瀬小）・教職員

26 水 一般備品・児童用机椅
子の運搬

積込補助
（教職員、保護者）
運搬（運送業者）

保護者（一部）・教職員

28 金 重要書類の運搬 校長・教頭

29 土 備品・児童用机椅子の
配置・施設見学

・保護者の協力により各教
室などに配置（内城田小）

・学校内の施設を見学
児童・保護者・教職員

30 日

閉校式（町主催）
中川小（午前９時）
内城田小
（午前１０時３０分）
小川郷小（午後１時）
一之瀬小
（午後２時３０分）

・閉校記念行事は、各校の
独自の企画。参加（出席）
者も各校で決定

・スクールバスの運行あり

関係者

30･31 日･月 校舎清掃 清掃方法は各校で決定 児童・保護者・教職員

31 月 カギ等の返却 教育委員会へ 校長・教頭

クラッシクコンサートをともに楽しむ
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春
寒
の
候
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
12
月
25
日
付
け
を
も
っ
て
教
育
委
員
会
に
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
小
学
校
を
閉
校
し
、
１
小
学
校
に
統
合
す
る
と
い
う
大
事
業

が
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
そ
の
責
任

の
重
大
さ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
受
け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
、
楽
し
く
学
べ
る
学
校
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ

う
全
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

人
は
一
人
ひ
と
り
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
支
え
な

く
し
て
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
高
齢
化
、
少
子
化
が
進
む
社
会
で
は
、
地
域
に
お
け
る
連
帯
が
、

ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

幸
い
、
町
内
で
は
地
域
の
行
事
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
お
年
寄
り
が
若
者
や
子
ど

も
と
と
も
に
活
動
で
き
る
場
を
、
少
し
で
も
多
く
作
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
子
ど
も
の
話
題
を
増

や
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

度
会
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
西
村 

操
さ
ん
（
和
井
野
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

担
当
は
和
井
野
地
区
で
、
委
嘱
期
間
は
、
平

成
20
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
11
月
30
日
ま

で
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西
村　

操
さ
ん
を

民
生
・
児
童
委
員
に
委
嘱

平成１９年１１月１４日に死去されました、元度会町
議会議員 岩本忠義さん（中之郷）が、従六位を受章さ
れました。

岩本さんは６期２４年、町議会議員として、豊富な経
験と政治信念を持って、町の発展に貢献され、この間、
議長、副議長、委員長などを歴任し、度会町の向上と発
展にご尽力いただきました。

叙位 故岩本忠義さんが
従六位を受章

善 意
ご寄付をいただきました。

（株）玉城　様（玉城町勝田） 金３００, ０００円
町のために、有効に活用させていただきます。
ありがとうございました。

就
任
の
あ
い
さ
つ

度
会
町
教
育
長　

田
村　

重
幸

こ
の
た
び
12
月
24
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
教
育
長
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

４
年
３
か
月
の
在
任
中
に
は
、
教
育
を
取
り
ま
く
社
会
状
況
が
激
し
く
変
化
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
変
化
す
る
中
、
将
来
を
展
望
し
、
度
会
町
と
し
て
今
、
何
を
す
べ
き
か
を
大
切
に
し
、
職
務
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
４
月
に
開
校
さ
れ
る
度
会
小
学
校
は
、
町
・
地
域
・
保
護
者
が
一
体
と
な
り
、
人
的
に
も
物

的
に
も
教
育
環
境
を
整
備
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
児
童
が
安
心
し
、
希
望
を
持
っ

て
学
べ
る
学
校
、
ま
た
保
護
者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
任
の
あ
い
さ
つ

大
西　

久
司
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戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
、

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続

き
は
お
済
で
す
か
。

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に

お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

請
求
期
限
は
平
成
20
年
３
月
31

日
ま
で
で
、
期
限
を
過
ぎ
る
と
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
と
な

る
ご
遺
族
の
人
は
、
至
急
、
請
求

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
対
象
者　

対
象
と
な
る
ご

遺
族
は
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
１
人
で
す
。

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２　

戦
没
者
な
ど
の
子

３　

戦
没
者
な
ど
と
生
計
を
と
も

に
し
て
い
た
人
で
、
か
つ
戦
没
者

な
ど
と
氏
が
同
じ

①
父
母

②
孫

③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

４　

１
か
ら
３
以
外

①
父
母

②
孫

③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

５　

１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
を
と
も
に
し

て
い
た
３
親
等
内
の
親
族

▽
請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31

日
（
月
）
ま
で

※
期
限
ま
で
に
請
求
し
な
い
と
、

時
効
で
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

▽
支
給
内
容　

額
面
40
万
円
、
10

年
償
還
の
記
名
国
債

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
３
）

平
成
20
年
３
月
ま
で
に

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を

去る１月７日、県庁舎で、国民
体育大会など本年度のスポーツ大
会で、優秀な成績を収めた中学校・
高等学校などの生徒や指導者をた
たえ、平成１９年度三重県優秀選
手・指導者表彰式が行われました。

町内では、個人の部において、
平成１９年度全国高等学校総合体
育大会の陸上競技男子４×１００
ｍリレーで３位となった中井一磨
さん（葛原）と、第４４回全国聾
学校陸上競技大会の１部男子１０
０ｍと２００ｍで優勝した小林弘
明さん（川口）が、県教育委員会
から表彰を受けられました。

おめでとうございました。

県優秀選手・

指導者表彰を受賞

▷採用職種　介護支援専門員
▷業務内容　主に介護予防支援（ケアプラン作成）など
▷勤務時間　週３０時間以内（１日６時間以内）もしくは月１８日以内（１日８時間）
※相談の上、決定します。
▷採用予定人員　１人
▷申込資格　・介護支援専門員の資格を有する人
　　　　　　・日本国籍を有し、地方公務員法第１６条（欠格事項）に該当しない人
▷申込期限　２月２９日（金）まで
※土曜・日曜・祝日を除く、午前８時３０分～午後５時
▷申込先・方法　役場福祉保健課まで直接、持参
▷提出書類　履歴書（３か月以内に撮影した写真貼付）、資格証明書（原本）
※前職がある場合は、職種、職務内容を履歴書に記入してください。
▷選考方法　面接ほか
※選考日は後日、連絡します。
▷給 与　度会町臨時職員取扱要綱により支給
▷採用予定日　平成２０年４月１日（火）
※相談の上、決定します。
▷問 合 先　町地域包括支援センター（☎６２－１１１８）または役場福祉保健課（☎６２－２４１３）

◦
度
会
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
を
募
集
◦

◦
度
会
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
を
募
集
◦
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

１
月
17
日

飛
び
石
は
女
の
歩ほ

幅は
ば

藪や
ぶ

つ
ば
き

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た

初
日
の
出
映は

ゆ
る
旧

き
ゅ
う

家か

の
鬼お

に

瓦が
わ
ら

棚　

橋　

松
本　

貞
子

神ひ
も
ろ
ぎ籬

の
闇
の
清す

が

し
き
淑

し
ゅ
く

気き

か
な

田　

間　

村
山　

和
美

朝あ
さ

寒さ
む

や
日
の
よ
く
当
た
る
バ
ス
の
席

棚　

橋　

山
本　
　

順

白
き
物
品ひ

ん

よ
く
咥く

わ

え
初は

つ

鴉か
ら
す

大
久
保　

浦
田　

フ
ユ

ゆ
つ
く
り
と
言
葉
選え

ら

び
て
初
電
話

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

形な
り
ふ振

り
を
か
ま
は
ぬ
独こ

ま楽
の
勝か

ち

っ

ぷ
り

大
野
木　

串
田　

冬
扇

ど
の
孫
も
見
上
げ
る
背せ

丈た
け

餅も
ち

を
搗つ

く

麻
加
江　

辻
本
久
美
子

PHOTO GALLERY

Nice day
Nice shotフォト 

ギャラリー 

去る１月３日、平成２０年の幕開けを飾る

度会町消防出初式が、小野消防団長をはじめ

団員の皆さんが参加して、役場庁舎前駐車場

で開催されました。

町長表彰や県消防協会表彰などの伝達が行

われた後、中村町長から「消防団の皆さんの

日ごろの献身的な活動および、昨年の防災訓

練へのご協力に対し深く感謝しております。

災害も少なく、防災意識が低い中ではありま

すが、自主防災の推進を図りたいと思います

ので、地域のためにご尽力ください」という

訓辞に引き続き、来賓の中森町議会議長から

祝辞が述べられました。

平成２０年
度会町消防出初式

平成２０年
度会町消防出初式

受賞者（敬称略）
町長永年勤続表彰
班長　奥田　康　　（　柳　）

班長　葊　　毅　　（棚　橋）

班長　世古　幸彦　（麻加江）

団員　平生　武　　（南中村）

団員　東出　幸久　（大野木）

団員　福井　章人　（大野木）

町長優良団員表彰
団員　大西　一幸　（長　原）

団員　中野　聡　　（川　上）

団員　前田　哲矢　（川　上）

団員　中西　完　　（牧　戸）

団員　佐藤　隼人　（棚　橋）

団員　東出　雄紀　（大野木）

団員　畑中　理宜　（立　岡）

三重県消防協会南勢支会優良章表
彰

団員　中西　完　　（牧　戸）

団員　中野　聡　　（川　上）

団員　前田　哲矢　（川　上）

団員　佐藤　隼人　（棚　橋）

団員　東出　雄紀　（大野木）

団員　大西　一幸　（長　原）

団員　畑中　理宜　（立　岡）
表彰のようす
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長原区では、春を待つ小麦畑で、麦踏作業のト

ラクターが、エンジンをとどろかせています。

毎年、水稲の生産調整作物として小麦を３ha

余作付けていますが、今年はため池工事が着手さ

れ、池下水田がすべて休耕となるため、５ha 余

に小麦が作付けられました。
昨年１１月上旬、長原営農組合へ委託された水田

に、播種した小麦は、天候にも恵まれ、周囲の溝切

りも行って発芽も良く、順調な生育をみせています。

このほか長原区では、３ha 余にレンゲが、また

農地・水・環境保全向上対策事業の景観作物として

菜の花も作付けされています。また小麦畑は長原区

のほかに町内では麻加江区でも見ることができます。

去る１２月１９日、役場大会議室で、町茶業組合および町商工会の主催による、ＪＡＳ法・食品衛生法（表示）説明会が、町内の茶業者、食品販売店を対象に開催されました。伊勢保健福祉事務所保健衛生室中西技師と伊勢農林水産商工環境事務所農政・普及室岡田技師を講師に迎え、最近の食品表示に関する講習がなされ、集まった人たちは、食品表示制度やそれぞれの制度における表示の規制、特に食品衛生法とＪＡＳ法における表示の違いなどに、熱心に耳を傾けていました。

去る１月１０日、平成８年から水田への生産調

整奨励作物として推奨している、くり味南瓜の栽

培研修会が役場大会議室で行われました。

昨年は春先に強風などの影響を受けましたが、

１，５８０箱が伊勢農協をとおして市場に出荷さ

れました。
くり味南瓜は、『伊勢やさい』として市場での

評判もよく、ますます需要が見込まれる作物であ

り、参加された栽培農家の皆さんは、熱心に聞き

いり、今年の栽培に意欲を見せていました。 去る１月２７日、町体育協会主催による第９回宮リバー度会パークジョギング大会が開催されました。町内外から参加した２００人余の皆さんは、健康の維持や増進を目的にマイペースで完走を目指しました。
ゴールでは、走り終えた選手のために、町茶業組合の皆さんからわたらい茶、町食生活改善推進協議会の皆さんから豚汁が振舞われました。競技終了後には、町内外の事業所から協賛いただいた自転車などが当たる抽選会が行なわれ、楽しいひとときを過ごしました。

ジョギング大会で
心地よい汗

ジョギング大会で
心地よい汗

正しい食品表示を学ぶ正しい食品表示を学ぶ

くり味南瓜の栽培を研修くり味南瓜の栽培を研修

春を待つ小麦畑で麦踏春を待つ小麦畑で麦踏

14広
報わたらい（№ 511）



去る１月２０日、度会中学校体育館を会場に、第１８回度会町民ビーチボール大会が開催されました。

大会結果
男子の部　優　勝　中川ビーチボール愛好会　　　　　準優勝　まんぼう
　　　　　３　位　小川郷ビーチボールクラブ女子の部　優　勝　中川ビーチ

　　　　準優勝　Ｗ４
　　　　３　位　フレンズＡ

PHOTO GALLERY

Nice day
Nice shotフォト 

ギャラリー 

去る１２月８日、町商工会（杉本喜助会長）

の皆さんが、地域振興事業の一環として、脇出

地区と栗原地区の一之瀬川に、合わせて約８００

匹のマスを放流しました。

脇出地区では一之瀬エンペラーズの１５人と

一之瀬イーグルスの１６人の選手の皆さんと、

栗原地区では小川郷スポーツ少年団の１７人の

選手の皆さんに協力していただき、マスをバケ

ツで運び、一斉に放流しました。

大きく育つように皆さんも見守ってください。

一之瀬川にマス
を放流
町商工会

一之瀬川にマス
を放流
町商工会

脇 出 地 区 で

栗 原 地 区 で

中川ビーチボール愛好会が
３連覇

中川ビーチボール愛好会が
３連覇

女子の部　手前から優勝、準優勝、３位のチーム

男子の部　手前から優勝、準優勝、３位のチーム

15 広
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その6

『住み慣れたこの町で、いつまでもいきいきと暮らそう』

地域包括支援センターだより

『
防
ご
う
！
高
齢
者
虐
待
』

高
齢
者
虐
待
と
は

平
成
18
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
『
高
齢
者
虐
待
防
止
法
』
で

は
、
高
齢
者
虐
待
を
次
の
よ
う
に

定
義
し
て
い
ま
す
。

※
高
齢
者
と
は
、
65
歳
以
上
の
人

を
指
し
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

高
齢
者
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、

ま
た
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴

行
を
加
え
る
こ
と

（
例
）
平
手
打
ち
す
る
、つ
ね
る
、

殴
る
、
蹴
る
、
無
理
や
り
食
事
を

口
に
入
れ
る
、
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付

け
る
・
薬
を
意
図
的
に
増
や
し
て

服
用
さ
せ
る
な
ど
の
身
体
拘
束
、

抑
制
を
す
る
行
為

②
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
（
ネ

グ
レ
ク
ト
）

高
齢
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な

著
し
い
減
食
、
長
時
間
の
放
置
、

養
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐

待
行
為
の
放
置
な
ど
、
養
護
を
著

し
く
怠
る
こ
と

（
例
）
入
浴
し
て
お
ら
ず
異
臭
が

す
る
、
髪
が
伸
び
放
題
、
皮
膚
が

汚
れ
て
い
る
、
水
分
や
食
事
を
十

分
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、

空
腹
状
態
が
長
時
間
に
わ
た
っ
て

続
い
た
り
、
脱
水
状
態
や
栄
養
失

調
の
状
態
に
あ
る

③
心
理
的
虐
待

高
齢
者
に
対
す
る
著
し
い
暴
言

ま
た
は
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応
、

そ
の
他
の
高
齢
者
に
著
し
い
心
理

的
外
傷
を
与
え
る
言
動
を
行
う
こ

と（
例
）
ど
な
る
、
の
の
し
る
、
悪

口
を
い
う
、
侮
辱
を
込
め
て
子
ど

も
の
よ
う
に
扱
う
、
高
齢
者
が
話

し
か
け
て
い
る
の
を
意
図
的
に
無

視
す
る

④
性
的
虐
待

高
齢
者
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

す
る
こ
と
ま
た
は
高
齢
者
に
わ
い

せ
つ
な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と

（
例
）
排
泄
の
失
敗
に
対
し
て
懲

罰
的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置

す
る
、
性
器
へ
の
接
触

⑤
経
済
的
虐
待

養
護
者
ま
た
は
高
齢
者
の
親
族

が
高
齢
者
の
財
産
を
不
当
に
処
分

す
る
こ
と
、
そ
の
他
高
齢
者
か
ら

不
当
に
財
産
上
の
利
益
を
得
る
こ

と（
例
）
日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭

を
渡
さ
な
い
・
使
わ
せ
な
い
、
本

人
の
自
宅
な
ど
を
本
人
に
無
断
で

売
却
す
る
、
年
金
や
預
貯
金
を
本

人
の
意
思
・
利
益
に
反
し
て
使
用

す
るも

し
虐
待
を
発
見
し
た
ら

相
談
窓
口
は
役
場
福
祉
保
健
課
、

ま
た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
す
。

※
通
報
者
の
名
前
が
外
部
に
漏
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
役
場
福
祉
保
健
課
福
祉
係
（
☎

６
２
︱
２
４
１
３
）

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

６
２
︱
１
１
１
８
）

早
期
発
見
の
た
め
に

高
齢
者
虐
待
防
止
法
に
は
「
養

護
者
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
を
発
見
し

た
者
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
市

町
村
に
通
報
す
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
「
思
わ
れ
る
」
と
あ
る

の
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
を
裏
付
け

る
具
体
的
な
証
拠
が
な
く
て
も
、

「
一
般
人
で
あ
れ
ば
虐
待
が
あ
っ

た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
」

と
い
う
場
合
も
、
通
報
の
対
象
に

含
ま
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

虐
待
は
、
実
際
に
そ
れ
を
受
け

て
い
る
当
事
者
を
保
護
す
る
の
は

当
然
で
す
が
、
同
時
に
虐
待
を
し

て
し
ま
っ
た
養
護
者
に
も
、
重
い

介
護
負
担
の
軽
減
な
ど
何
ら
か
の

支
援
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
と
思
わ
れ
る
サ
イ

ン
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、
ま
ず

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
２
︱
１
１
１
８
）

最
も
身
近
で
信
頼
で
き
る
は
ず
の
家
族
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
が
、
全
国

で
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
施
設
職
員

が
入
所
し
て
い
る
高
齢
者
に
虐
待
を
行
っ
た
と
い
う
事
件
や
、
寝
た
き
り

の
妻
の
介
護
に
疲
れ
て
夫
が
心
中
を
は
か
っ
た
と
い
っ
た
悲
惨
な
事
件
も

た
び
た
び
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
虐
待
は
当
事
者
の
人
柄
や
性
格
、
人
間

関
係
に
加
え
て
、
重
く
の
し
か
か
る
介
護
の
負
担
が
背
景
に
あ
る
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
尊
厳
に
満
ち
た
人
生
を
ま
っ
と
う
し
た
い
と
い
う
願
い
」
は
万
人
共

通
の
も
の
で
す
。
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
介
護
に
関
係
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
意
識
を
高
め
、
高
齢
者
虐
待
が
起
こ
ら
な
い
土
壌
を
つ
く
る

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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人
権
人
権
にに考考

え
る
え
る

つ
い
て

つ
い
て

No.3

楽しい遊びの中で
～ 保育所における人権教育 ～

時の流れに即応した現実社会の発展から核家族化が進み、
両親共働きの家庭が多い状況の中で、保育所は地域の子育て
家庭を支援する拠点としての役割を担っています。

乳幼児期から、生命の尊さや人間として基本的に守らなけ
ればならないルー
ルに気付かせ、一人
ひとりがお互いを
大切にする気持ち、
豊かな人間性や人
格の育成の基礎作
りを目指し、たくさ
んの異年齢の子ど
もたちが遊ぶ中で、集団生活の規律を身につけられるように
見守っています。

例えば、ブランコに駆け寄った子どもは、多くの友だちの
中で順番に並ぶことや整列すること、譲り合いの心が生まれ、
共同施設の正しい利用法が身についていきます。また、ごっ
こ遊びやグループ遊びなどにおいても、友だちみんなの中で
仲良くする、自分も我慢するなど、友だちを意識し、譲り合
う心が芽生えて、健全な社会性が生まれています。

今後も、地域の人たちにも保育所へかかわりを持っていた
だき、人権を大切に
する心を育てる保
育についてさらに
推進し、未来に生き
る子どもたちに大
きな夢を託して育
てたいと願ってい
ます。

リレー連載	 No.16

度会町人権・同和教育推進協議会
担当／度会町保育所

南 中 村 保 育 所

中 之 郷 保 育 所

1� 広
報わたらい（№ 511）



お知らせ 
INFORMATION 

2
February

お子さんに関する心配ごとなどで悩んでいませんか？
気軽にお申し込みください。

▶開催日時　２月２９日（金）
　　　　　　午前９時３０分～午後３時
▶開催場所　町保健センター
▶対 象 者　乳幼児および小・中学生のお子さんとその

保護者
▶相 談 員　籠谷博子先生（臨床心理士・元三重県児童

相談所勤務）
▶相談内容　育児・こころと体・言葉・不登校・落ち着

きがない　など
※相談は無料で秘密は堅く守られます。
▶申込期間　２月１８日（月）～２０日（水）要予約
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

こども相談を開催

▶開催日時　２月８日（金）・２２日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所　役場１階 第１会議室
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－２４１３）

または伊勢・度会地区障害者相談支援
センター『ブレス』（☎２０－６５２５）

障害者相談支援センター
『ブレス』巡回相談を開催

（財）スポーツ安全協会の『スポーツ安全保険』は、
スポーツだけではなく、文化活動やボランティア活動、
地域活動中の事故による傷害や第三者に与えた損害を補
償し、みんなが安心して活動できることを目的に設けら
れています。

万一の事故に備えて加入しましょう。
▶加入対象　スポーツ・文化・ボランティア活動などを行

う５人以上のアマチュアの団体やグループ
▶保険期間　毎年４月１日（加入日の翌日）～翌年３月

３１日
※申込書は町教育委員会事務局にあります。
▶問 合 先　（財）スポーツ安全協会三重県支部
　　　　　　（☎０５９３－７２－８１００）

スポーツ安全保険に加入しましょう

町民の皆さんからご意見をお聞きし、町行政に反映さ
せたいと思いますので、ぜひご参加ください。
脇出区
▶開催日時　２月２３日（土）午前９時～１１時
▶開催場所　脇出公民館
和井野区
▶開催日時　２月２３日（土）
　　　　　　午後１時３０分～３時３０分
▶開催場所　和井野区公会堂
※公務により、やむを得ず予定を変更する場合がありま
すので、ご了承ください。
▶問 合 先　役場総務企画課（☎６２－１１１１）

町長との『ふれあいトーク』を開催▶開催日時　２月２５日（月）
　　　　　　午前１０時～１１時３０分ごろ
▶受付時間　午前９時４５分～
▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　子育て中の人
▶定 員　１５人
▶参 加 費　５００円
▶持 ち 物　あれば花切りバサミ
▶申込期間　２月１２日（火）～１５日（金）
▶託 児　あり
▶申込・問合先　町子育て支援センター
　　　　　　　　（☎６３－００７０）

お母さんのためのリフレッシュ講座
『アレンジメントフラワー』を開催

旧軍人などで恩給等を受けていない恩給欠格者や、戦
後、ソ連やモンゴルに強制抑留された人、終戦にともな
い本邦以外の地域から引き揚げてきた人の『ご本人』に、
慰籍の念を表すため、内閣総理大臣名の『特別慰労品』
を贈呈しています。

過去に内閣総理大臣名の書状などを受けた人、書状を
受ける資格があったにもかかわらず請求をしていない人
も対象です。
▶請求期限　平成２１年３月３１日（火）まで
▶請求書の設置場所　役場福祉保健課窓口
▶問 合 先　（独）平和祈念事業特別基金
　　　　　　（☎０１２０－２３４－９３３（無料））
※平日の午前９時１５分～午後５時１５分
▶Ｈ Ｐ　http://www.heiwa.go.jp

恩給欠格者・戦後強制抑留者・引揚者の皆さんへ
特別慰労品を贈呈

身近なところから『男女共同参画』を推進する標語を募集
▷問 合 先　内閣府男女共同参画局総務課（☎０３－３５８１－２０２２） 18広

報わたらい（№ 511）



町内の小・中学校に児童生徒が在学する家庭で、経済
的にお困りの家庭に、学用品、通学費、給食費、修学旅
行費などの一部を援助する制度です。

次のような認定基準に該当している家庭の児童生徒が
対象となります。
・生活保護法に基づく保護の停止または廃止の家庭
・町県民税の非課税または減免の家庭
・児童扶養手当の支給を受けている家庭
▶問 合 先　町教育委員会事務局（☎６２－２４２２）

児童生徒の就学援助費支給制度のお知らせ

▶問合先
　役場産業建設課
　（☎62－2416）

バザールわたらい産直市
次回開催日は、2月17日（日）、3月2日（日）です。

度会町スポーツ少年団では、町内小学生以上の平成２０
年度団員を募集しています。　
▶問 合 先
ソフトボールチーム
・一之瀬イーグルス（男子）

門野宮生（☎６２－２１５８）
東谷　博（☎６２－０８１５）
髙橋　虎彦（☎６５－００６２）
谷口幸司（☎６２－０３３６）
中村　智（☎６２－１９２７）
岡田晃吉（☎６２－１１８１）

・中川スポーツ少年団（男子）
北川俊一（☎６４－０５６０）

・小川郷スポーツ少年団（男子）
橋本和彦（☎６２－０１０９）

・度会エンペラーズ（女子）
山本宏一（☎６５－０８４９）
小野宏明（☎６２－０４１０）
中村太司（☎６４－００２５）

陸上競技
・内城田スポーツクラブ（男子・女子）

舟瀬　勝（☎６２－０３５６）
森本和義（☎６２－１６４０）
上井一浩（☎６２－０３３１）
森本　孝（☎６２－１９２６）
大西　元（☎６２－１９２５）

▶開催日時　４月６日（日）
　　　　　　午前１０時～午後２時３０分ごろ
▶開催場所　宮リバー度会パーク
おたのしみステージ出演者
▶募集期限　２月２５日（月）まで
▶募集組数　１０組程度
※町内在住の個人、グループを優先します。
※応募者多数の場合は、実行委員会事務局で抽選します。
▶種 目　歌、踊り、バンドなど
※時間の関係上、出演時間は入退場を含めて最長１０分
とします。
フリーマーケット出店者
▶募集期限　３月７日（金）まで
▶募集人数　３０人（１人１区画）
※町内在住の人を優先します。
※応募者多数の場合は、実行委員会事務局で抽選します。
▶販売面積　１区画約１坪
▶販売品目　衣料品、日用雑貨、園芸品、手芸品など
※商品、食品、危険物の販売はできません。
▶出 店 料　１，０００円（現金または定額小為替証書）
▶そ の 他　出店場所の提供のみで、準備から片づけま

で各自でお願いします。その他必要事項は
事務局の指示に従っていただきます。

▶申込・問合先　役場産業建設課内『第１３回宮リバー
度会パーク春まつり実行委員会事務局』

（☎６２－２４１６　FAX  ６２－１１３８）

4月6日（日）第13回宮リバー度会パーク
春まつりを開催

盛りだくさんの楽しいイベントを計画中
春まつり実行委員会

▶対 象 者　昼間、就業などを理由に保護者が家庭に不
在となり、平成２０年度に度会小学校１・２・３年生
の児童

▶利用施設　度会町棚橋１４５３－２　町地域交流セン
ター内　度会町放課後児童クラブ（☎６３－００７０）

▶利用期間　平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日
（ただし、日曜・祝祭日・１２月２９日～１日３日を除く）
▶利用時間
・月曜から金曜日　学校終了時～午後７時
・土曜日　午前８時３０分～午後７時
・長期休業中（夏季休業日など）の月曜から金曜日
　午前８時～午後７時
※土曜・長期休業中は、保護者の送迎が必要です。
▶利 用 料　月額１人につき７, ５００円（ただし、

利用日が月１０日未満の場合は１日当たり
３００円）

▶申込受付期限　２月２９日（金）まで
▶申 込 先　役場福祉保健課または町地域交流センター
▶問 合 先　役場福祉保健課（☎６２－２４１３）

平成20年度『度会町放課後
児童クラブ』入会者を募集

おたのしみステージ出演者・
フリーマーケット出店者を募集

スポーツ少年団団員を募集

1� 広
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クリーンアップ大作戦
１２月１４日、全校生徒による清掃活動『クリーンアップ大作戦』が行われました。今回

は、特に普段の清掃活動が行われにくい体育館や武道場の外まわり、グラウンド周辺、校門
からバス停までの通学路など校舎の外をきれいにしようというものです。

全員体操服に着替え、軍手やスコップ、ごみバサミなどのごみ拾い用具を用意して、準備
万端で臨みました。グラウンド横の斜面に登ったり、通学路の草むらの中へ入ったり、川に
降りたりしてごみを拾い、ごみ集積場で分別をしましたが、紙くずやお菓子の空袋、ビニー
ル袋、プラスッチクごみ、落ち葉、枯れ草などいろいろありました。目立たないところにも、

ごみはあり、思いのほかたくさん集まりました。また、水の流れが良くなるように、たまっていた土砂や落ち葉などを取
り除いて溝掃除も行いました。

寒い中、大変でしたが、時間の経つのも忘れるくらい一生懸命に清掃しました。全員の協力のもときれいになり、気持
ちのよさを実感しました。いつまでも、このそう快感を忘れないためにも、一人ひとりが「これくらいなら…」という気
持ちでのごみのポイ捨をしない、ごみを出さない努力が必要だと思います。

せせらぎの時間　
度会校舎では、日本一の清流宮川と緑豊かな自然の中で、はぐくまれてきた郷土のさまざ

まな姿に触れ、自分自身を見つめ、社会の将来を考え、問題を認識し、それを意欲的に解決
していく力を身につけるとともに、人を思いやり、正義を愛する豊かな心を育てるという目
標のもと、総合的な学習の時間『せせらぎ』が行われています。

全体のテーマは『環境と福祉』ですが、１年生のテーマは「地域に学ぶ」で、お茶の種類
や製造工程、効能、入れ方など学習し、その知識を深め、お茶畑での茶摘み体験などを行っ
ています。また水質調査の方法や、宮川の自然に触れながら

の調査を行い、環境問題を考えています。今年は、残念ながら雨天のため茶摘み体験と指標
生物による調査は実施できませんでしたが、パックテストで宮川の水がきれいなことを確認
しました。そのほか自動車学校での交通安全指導では安全な交通環境づくりを、度会町のご
み分別実習をして環境学習を、さらに明治時代と現代の白地図を使って、度会町近辺の地形
や町並みの変化を学習し、地域の今と昔の自然、生活の違いを学習しています。

２年生は、「生き方に学ぶ」で、棚橋保育所との交流、度会特別支援学校との交流、ケア
ハウス彩幸との交流、社会福祉協議会との交流、手話を通じて障がい者福祉を考える、芸術（陶芸）を通して生き方を学
ぶ、の６つから、１つ選択して学習しています。度会町の人々や本校卒業生との交流、作品製作などの体験学習を通して、
各自が課題を見つけそれに取り組んでいます。

３年生は、「学びから自律へ（生き方に学ぶ）」で、２年間での学
習を受けて、地域の人々から学んだ環境や福祉、平和、生き方を踏
まえて各自の生き方を探ります。進路ガイダンスや先輩体験談、企
業訪問などを行い、一人ひとりの進路実現を目指して学習していま
す。１、２年生は、文化祭でそれぞれの学習状況を発表しますが、
学年最後には、１年間を振り返り、自分の課題について研究し、ま
とめをおこない、その成果を発表します。

地域の人々や施設の人々にいろいろとご支援いただき、地域・歴
史・文化・産業との連携を深める中で、他者の人権を尊重し、高齢
者・身体の不自由な人々をいたわり、相互に理解し合う取り組みを
通じて、広く調和のとれた人間形成がおこなわれることを目指して、
こらからも『せせらぎ』の時間を充実させたいと考えています。

図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

２月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
× ×

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
× ○ ○ × × ○ ×
10 11 12 13 14 15 16
× × × ○ ○ × ×
17 18 19 20 21 22 23
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
24 25 26 27 28 29
× ○ ○ × ○ ×

○：午前９時～午後５時開放　　×：地域開放日ではありません
◦開放日は会議や出張などで変更することがありますので、ご了承

ください。
◦ホームページにて度会校舎図書館のようすをお知らせしています。
　http://www.mie-c.ed.jp/hwatar/tosyo/H18_tosyokan.html

通学路でのごみ拾い

パックテストを使った水の調査

ケアハウス彩幸の皆さんと交流

20広
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シリーズ

今夜の夕食今夜の夕食

おくやみ

おめでた 

２月の町税
 固 定 資 産 税　第 ４ 期

 国民健康保険税　第 10 期

12月中に届出のあった方	（敬称略）

 子の名前 保護者名 字名
中西　鋭

さとき

 年光 棚　橋
西川　慧

けい

 健吾 脇　出
西川　塁

るい

 健吾 脇　出
西井　陽

ひ

菜
な

 新 大野木
畑中　斗

と

稀
き

 匡志 棚　橋
山本　真

ま

央
お

 裕一 麻加江

12月中に届出のあった方	（敬称略）
 名　前 年齢 字名
西井　幸平 ８５ 田　間
亀田　榮一 ６９ 麻加江
藤田　 昭 ３９ 上久具
森川　慶太郎 ８３ 長　原
山根　民子 ７７ 田　口
岩井　かのゑ ９２ 駒ケ野
鈴木　敏男 ７６ 小　川
松本　梅夫 ８２ 南中村

度会町食生活改善推進協議会
温野菜で風予防料理　カレーなべ

❶Ａで鶏団子を作り、袋状にした油揚げに入れて楊枝でとめる。
❷鍋にＢを入れ、強火にかけてひと煮立ちさせ、Ｃの水溶き
カレー片栗を少しずつ加えて煮溶かす。

❸煮立ってきたら、①と食べやすく切った野菜などを加え、
火をとおす。

材料（４人分）
　　鶏ひき肉 １００ｇ
　　しょうが １０ｇ
Ａ　玉ねぎ ２０ｇ
　　片栗粉 小さじ１
　　しょうゆ 小さじ１
　　油揚げ ４枚
Ｂ　昆布だし ８００㏄
　　みりん 大さじ１と２分の１
　　しょうゆ 大さじ２

　　カレー粉 大さじ１
Ｃ　片栗粉 大さじ２
　　水 ５０㏄
しめじ １００ｇ
にんじん １００ｇ
玉ねぎ １００ｇ
根深ねぎ １００ｇ
キャベツ ２００ｇ

作
り
方

風邪は引き始めが肝心。消化がよく、体が
温まる料理が一番です。体が温まれば、血液
の循環がよくなり、粘膜が修復され、免疫力
も高まります。

ちょっと変わったお鍋でたっぷり野菜を摂
り、風邪を寄せつけない体力を作りましょう。

３月１２日（水）
受付：午後１時１０分～１時３０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診

平成２０年１月生まれのお子さん
◦７か月児健診

平成１９年８月生まれのお子さん
◦１２か月児健診

平成１９年３月生まれのお子さん

乳 児 健 診
３月１２日（水）
受付：午後０時３０分～０時４５分
場所：町保健センター
対象：平成１６年７・８月生まれ

のお子さん

３歳６か月児健診

保　健　情　報
● 問い合わせは、役場福祉保健課（☎62－1112）まで ●

３月７日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０～６歳までのお子さん

育児相談（保健相談）

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

● 問い合わせは、町地域交流センター（☎63－00�0）または役場福祉保健課（☎62－1112）まで ●

３月５日（水）
《ひよこグループ》
３月６日（木）

《うさぎグループ》
時間：午前１０時～
　　　正午ごろ
場所：町子育て支援

センター
※初回のみ要申込み

遊・友・YOUくらぶ
毎週火・金曜日

（３月２６日（水）～４月６
日（日）休み）
時間：午前１０時～正午
場所：町子育て支援
　　　センター
対象：保育所に行っていな

いお子さん

わたっこ広場開放
３月１３日（木） 一之瀬公民館
３月２７日（木） 麻加江生活改善センター
３月２８日（金） 町保健センター
時間：午前１０時～１１時３０

分ごろ
内容：保育士による手遊び、自

由遊びなど
対象：保育所に行っていないお

子さん

地区巡回広場わたぼうし

子育て支援情報

時間：午前９時３０分～午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん

創作活動室開放（自由に遊んでいただけます）

月～金曜日▶問合先　総務省地上デジタルテレビ
ジョン放送受信相談センター
（☎０５７０－０７－０１
０１）

平成23年７月24日までに
地上アナログテレビ放送は
終了します
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今年、成人を迎え、夢や希望に満ちあふれる西村
康人さん。

現在、調理学校に通い、日々料理のことをたくさ
んの仲間とともに勉強中です。

★休日は
友だちといろいろな所へ行ったりして楽しく過

ごしています。
★趣味は

アユしゃくり。夏休みになると、ほぼ毎日、川
へ行ってアユをしゃくっています。

★最近、感動したことは
ＷＢＣの野球を見て、ものすごく感動しました。

★子どものころは
小学生のときは、山や川へ行ったり、秘密基地

などを作って遊んでいました。
★将来の夢は

度会町に自分の店を出すことです。ぜひ、その
時は足を運んでください。

★度会町の好きなところは
この素晴らしい山、川、水、空、星が好き。す

べてが大好きです。
★今後、町に望むことは

今後も一之瀬川に何十年もアユが上ってくる川
にしてください。

今 月 の 表 紙
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『
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日
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ま
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、
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日
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之
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獅
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た
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寒
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を
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く
だ
さ
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ね
。

人　口	 男　４, ４４３	（－ ５）	出生　　６
女　４, ７５０	（－ ２）	死亡　　８
計　９, １９３	（－ ７）	転入　　９

世帯数２, ７５４	（± ０）	転出　１４

平成１９年１２月３１日現在
(　 ) 内は前月比

去る１月１７日、棚橋保育所の年長児の皆さんが、
小学校入学を控え、交通安全協会のアドバイザーの皆
さんから、自転車の安全な乗り方を教わりました。

園児たちは、アドバイザーの皆さんに自転車に乗っ
た時の左右前後の確認の仕方や、ブレーキのかけ方な
ど安全な乗り方を教えてもらったあと、実際に安全確
認をして自転車に乗ったり、友だちの乗るようすを真
剣に眺めたりしていました。

西
に し

　村
む ら

　康
や す

　人
と

 さん
（和井野）20歳◦O型
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